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ミリ波信号を用いた人物姿勢推定における

精度向上と推定シーンの汎用化
天谷幸太郎 1，五十川麻理子 2 

1慶應義塾大学理工学部情報工学科 

Abstract: 概要を 4行前後で記述する 

可視光よりも波長の長いミリ波波長帯を活用することで暗所やオクルージョンのある環境でも人物の姿勢を推定できる手法が近年提案

されている。しかし既存手法は、単一の人物のみが空間上に存在する場合を主に想定しており、人物以外の物体が空間上に存在する場

合には精度が低下してしまうという課題があった。提案手法では、人の可動域に着目して計測対象の人物から反射する信号を抽出する

モジュールを導入することで、ノイズを含む計測に対しても頑健な人物姿勢推定手法を提案する。

Keywords: 3D human mesh estimation, 3D human pose estimation, millimeter-wave, signal denoising. 

1. 研究背景・目的

本研究では Xueら[1]の手法に着想を得て，車載用ミリ波

センサによって得られた点群から人物三次元メッシュ推定

を行う．既存研究では，人物が起立した状態を想定したも

のが多い．しかし，例えば応用先として考えられる見守り

システムでは，人物が横になっている姿勢などの，様々な

姿勢を対象とした推定も行えることが望ましい．そのため

本研究では，腕立て伏せや人物が水平に寝る状態を含むデ

ータを作成し，そのような場合に対しても効果的に推定可

能なモデルを構築する．また，空間内に人物以外の物体が

存在した場合，点群データにノイズが入ることが考えられ

る．本研究では，このような場合に対しても人間からの反

射信号のみを取り出せるモデルを構築する．これらの技術

貢献により，ミリ波を活用し，より汎用的なシーンにおい

て高精度に人物三次元メッシュ推定を行える手法の実現を

目指す． 

2. 方法

提案手法は，深層学習モデルを用いており，入力はミリ波

センサで計測された点群 x，出力は SMPLモデル[2]である．

2.1.深層学習モデル 

図 2.1 に提案手法のモデルの全体図を示す.提案手法のモ

デルは，Xueら[1]のモデルを参考に実装した.提案モデルは 

Base Module, Denoise Module, Anchor Point Module, 

SMPL Moduleの 4個のモジュールで構成される． 

図 2.1 提案深層学習モデル 

3. 実験結果

精度評価実験の定性的結果を図 3.2に，定量的結果を表 3.1 

に示す．図 3.2は，上から順に 3.1で記述したラベル順であ

り，人物の姿勢が低いものから下にいくにつれて起立した状

態のデータとなっている．図 3.2の Denoise Point Cloudで

は赤がデノイズ前の点群，緑がデノイズ後の点群を示す.ま

た Anchor Pointは青が上半身，黄色が下半身に適合するよ

うに学習されたものである.表 3.1では，最も評価指標の値

が良かったものを太字で表す. 

表 3.1 定量的な実験結果 

図 2.4 定性的な実験結果 

4. 結論

ミリ波を使用した人物三次元メッシュ推定において，推定

シーンを汎用化するため，モデルの改善，実験を行い，先行

研究と比較して，精度の向上を確認した． 
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